
繊維板・パーティクルボードの

環境貢献

２０２１年６月１０日

日本繊維板工業会

環境委員会
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環境委員会にWGを設置、会員から募集した委員で

環境や持続的社会創出への貢献について整理

2020年 9月16日 第１回WG

10月19日 第2回WG

12月11日 第3回WG

2021年 1月 7日 原稿草案チーム第1回会合

2月 2日 〃 第2回会合

2月12日 第4回WG

3月11日 第5回WG

リーフレット作成WGの活動
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繊維板の原料特性（当初）

木質ボード誕生の背景：木材利用の合理化

Ｓ２６年 森林資源総合対策協議会設立

（繊維板工業への助成策）

・製品の歩留まりが高い

・工場などの廃材・未利用材を高度に利用できる

Ｓ２８年 繊維板工業推進協議会設置

Ｓ３２年 日本硬質繊維板工業会創立

Ｓ５２年 日本繊維板工業会（改称）

Ｓ２８年 ＰＢ工業

スタート

Ｓ２９年 ＨＢ 〃

Ｓ３３年 ＩＢ 〃

Ｓ４７年 ＭＤＦ 〃

Ｈ２１年 ＩＦ 〃
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繊維板、パーティクルボードの原料

製材・合板の端材

小径材など未利用材

間伐材、林地残材

建築解体材
（建設発生木材、建廃材）

被災木材（災害発生木材）

＝木材資源を高歩留りで有効利用

＝木材のマテリアルリサイクル
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木材マテリアルリサイクルの効果

炭素貯蔵効果
木材中に固定された炭素の

貯蔵保管期間を延長し、

二酸化炭素放出を遅らせる

木質ボード中の炭素
＝原料木材中の炭素

2019年国内生産木質ボードの
原料木材重量（全乾）約100万ﾄﾝ

･･･木質ボード中の炭素量は
約50万ﾄﾝ
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木質ボード中の炭素
＝原料木材中の炭素

2019年国内生産木質ボードの
原料木材重量（全乾）約100万ﾄﾝ

･･･木質ボード中の炭素量は
約50万ﾄﾝ

適切に手入れされている
36～40年生のスギ人工林

約 6,100ha に蓄積された炭素量は
約50万ﾄﾝ

≒
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業界に先駆けて
2000年10月に
環境宣言を制定

基本理念

環境管理行動指針

自主管理基準･目標値
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環境委員会の設置趣旨

１９９９（Ｈ１１）年７月 環境対策委員会

①繊維板の特性を訴求する

②生産・販売・廃棄の各分野で以下を図り

エコマテリアルの地位を一段と高める

・エネルギー消費量削減

・廃棄物減量化

・有害物質の排出抑制
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環境宣言（第４期）（１）
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環境宣言（２）
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環境宣言（３）
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環境問題：課題の変遷

 １９５０年代～１９６０年代：産業公害の深刻化
大気汚染、水質汚濁、騒音・振動、悪臭など

 １９７０年代：都市生活型公害の拡大
自動車による大気汚染、生活排水による水質汚濁、

廃棄物の増大など

→既存法＋持続可能性に向けた規制
（省資源、省エネ、リサイクル・・・グリーン調達）

 １９８０年代～：地球環境問題への注目
地球温暖化問題、オゾン層破壊
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環境問題推移と工業会の対応（１）

１９９２年 リオ地球サミットにてＰＲＴＲ導入提言

１９９６年２月 ＯＥＣＤ理事会がＰＲＴＲ導入勧告

１９９７年 ホルムアルデヒドの厚労省指針値設定

１９９８年６月 経団連ＰＲＴＲ調査

１９９９（Ｈ１１）年７月 工業会に環境対策委員会設置

１９９９年 ＰＲＴＲ法公布（報告は２００２年から）

２０００年 建設リサイクル法公布（２００２年完全施行）
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環境問題推移と工業会の対応（２）

２０００年 ４ＶＯＣ等の厚労省指針値設定

２０００ （Ｈ１２）年１０月 工業会環境宣言発表

ＭＳＤＳ（ひな形）制定

２００１年４月 グリーン購入法施行
（２００６年一部改正 判断基準に合法性・持続可能性が導入）

２００３年 ＪＩＳ改正、建築基準法ホルム規制

２００５年 リサイクルマークおよびＧ購入法

特定調達品目マーク制定
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業界に先駆けて
2000年10月に
環境宣言を制定

基本理念
環境管理行動指針

自主管理基準･目標値

･･･2015年に制定された
SDGsの各ゴールに関連
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１７のゴール、１６９のターゲット

繊維板、パーティクルボードと関連するもの
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繊維板、パーティクルボードと関連するゴール、ターゲット
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繊維板、パーティクルボードと関連するゴール、ターゲット
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繊維板、パーティクルボードと関連するゴール、ターゲット
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繊維板、パーティクルボードと関連するゴール、ターゲット
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繊維板工業会や会員の取組みと

SDGsの紐付け

取組みの棚卸し

工業会や会員の取組内容と

SDGsのゴールとの関連性を

整理
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繊維板工業会や会員の取組みと

SDGsの紐付け

取組みの棚卸し
（既存の制度・枠組での取組と

SDGsの紐付け例を参考に）

工業会や会員の取組内容と

SDGsのゴールとの関連性を

整理
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工業会・会員の取組みとSDGsの関連性
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工業会・会員の取組みとSDGsの関連性
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工業会・会員の取組みとSDGsの関連性
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工業会・会員の取組みとSDGsの関連性
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工業会・会員の取組みとSDGsの関連性
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基本理念の着実な実行
環境自主管理基準の数値推移から
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繊維板の原料割合

初期（１９９８（Ｈ１０）年）は端材利用率が最大
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繊維板の原料特性（２０００年以降）

住宅建設の迅速化に伴い機械解体が増加、

建設廃棄物が増大・・・最終処分場が逼迫

２０００（Ｈ１２）年 建設リサイクル法制定

分別された廃木材の再資源化が課題に

（コンクリートやアスファルトに比べて、建設発生木材の

再資源化率が低かった）
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繊維板の原料割合

建設リサイクル法制定（２０００年）以降、建廃材利用が拡大
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ホルム放散量区分による生産量推移

２００５年 建廃材利用率６１％（ボード平均値）
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基本理念の着実な実行
環境自主管理基準の数値推移から
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基本理念の更なる実現へ
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木質ボードの環境貢献例示
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木質ボードの環境貢献例示

素材として貢献できる内容・事例

SDGsとの関連性を基に整理
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木質ボードの環境貢献例示
二次加工品や用途展開された場面での貢献



木質ボードの認知度の一層の向上へ
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環境貢献評価の多様化


